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茂原信生 ･相見 満 ･高井正成 ･本郷一美
<研究概要>
A)東アジアの化石霊長類の進化に関する研究
茂原侶生 ･高井正成
ミャンマーの中期始新世の地層から産出する英独類の化石を収集･検討し､六校規の起源と
アジアにおける進化に関しての研究をおこなっている｡2000年度はミャンマー迎邦中央部のボ
ンダウン地域に広がる中期始新世末期 (約3700万年前)の地層で発掘調査をおこない､アンフ
イピテクスAmphLbL'thecusの上顎骨と新種と思われる下顎遊維大臼歯などを発見した.これら
は最古の其猿類化石につながる貴重な発見であり､真猿類 (高等霊長類)の束アジア起源の可能
性を示唆している｡
B)インドネシアの霊長類の研究
相見 浦
インドネシアの現生および化石霊長類の系統 ･進化･分類について､詳細な研究を行ってい
る｡
C)南アメリカにおける第三紀の化石霊長類の研究
高井正成 ･茂原侶生
(1)ボリビア国のサジヤ地域において後期漸新世 (約2500万年前)の地層で発掘調査をお
こな'っている.BmnL'selaは現在知られている侵古の広舟独類化石であり､その形態は原始的
な広見猿郡の状態を保っている｡この形態を他の化石･現生広見猿規と比較することに一より､広
見独規の起源に関する問週について検討している.
(2)コロンビア国のラベンタ地域において､中和中断Lt･(約 1500万年前)の地層の発掘調
査を継続している｡同地域から見つかる校数の化石種と現生種との関連性をもとに､現在の広鼻
独柳の形態的な多様性について系統分規学的研究をおこなっている｡
-33-
